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中国における 
日本語主専攻学習者の 
出身地と動機減退の関連
北海道大学大学院国際広報メディア・観光学院　博士課程

許　晴
Research on Relationship between 
Birthplace and Demotivation Factors of 
Japanese Language Learners in China
XU Qing

With Japanese language learners in China as research 
participants, this paper adopts quantitative and qualitative methods to 
explore the relationship between the learners’ birthplace and factors 
related to their demotivation to study the Japanese language. From an 
interview of nine students majoring in Japanese, this paper suggests 
that one of the demotivation factors may stem from senses of 
inferiority or superiority associated with their birthplaces. Additionally, 
a survey on learning demotivation was conducted in two universities, 
one in Hunan Province and another in Shanghai City. Comparisons of 
learners’ demotivation factors based on home province and location of 
family register indicated significant differences. That is, place of birth 
more strongly affected demotivation of learners from the university 
located in Shanghai than the university located in Hunan. Place of 
home province exerted a greater impact on demotivation than did 
location of family register for students from the university located in 
Shanghai. Meanwhile, urban-rural difference had a closer relation to 
demotivation for students from the university located in Hunan.

abstract
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▶1 本研究における中国語文献に関
しては、論文本体と参考文献の
表記は中国語表記に統一した。

1｜研究背景
　中国における日本語学習者数は2009年の827,171名から2012年には
1,046,490名になり、26.5％増加した。韓国を上回り、第1位になったことに
なる（国際交流基金2013）。しかし、2015年、中国において、初等教育にお
ける英語導入・強化が進み、また中等教育においても外国語科目として英語

を選択する機関が増加している中で、日本語専攻の学科・学生数が減り、全

体の日本語学習者数は953,283名に減少した（国際交流基金2017）。近年、中
国の日本語教育は外国語教育環境に影響され、社会的に日本語教育に対する

関心が薄くなってきたと言える。

　教育現場においても、学習者が日本語学習に対する動機減退の傾向が見ら

れている。蒋（2010）（1）は、日本語専攻学習者の動機づけの強度は学年の

上昇につれて下がり、課外学習時間も少なくなることを明らかにした。調査

対象となった268名の日本語専攻学習者においては、動機づけ強度の5段階評
価の平均値（M）と標準偏差（SD）は、1年生はM＝3.92、SD＝0.65、2年生
はM＝3.65、SD＝0.59、3年生はM＝3.42、SD＝0.54、4年生はM＝3.35、SD
＝0.53であったという。また、张（2014）は上海市の6大学で質問紙調査を
行い、学習者の日本語学習に対する積極性が足りないという現状を指摘した。

2｜動機減退の定義と先行研究
　動機づけは、学習者の学習に関わる重要な要素の一つとして、様々な議論

や研究がされてきた。鹿毛（2013）によると、動機づけとは「行為が起こり、
活性化され、維持され、方向づけられ、集結する現象」である。つまり、行

動を生起させ、方向づけるために機能する生命体のパワーを説明する概念が

動機づけであり、それは、エネルギー性と指向性という二つの観点から理解

することが可能だと述べている。従来の動機づけの研究では、学習の理由や

目的の種類を論じられることが多かった（磯田2005）。つまり、動機づけの
指向性、内容が論じられている。例えば、日本語教育では、動機づけの内容

的分類を行った研究（縫部・狩野・伊藤1995、郭・大北2001、毛・福田
2010）、動機づけを一つの変数にし、目標構造、成績、文化背景、継続スト
ラテジーなど他の要因との関連を探る研究（倉八1992、大西2011、楊2011）
がある。エネルギー性とは動機づけの「量的側面」であり、行為の頻度や強さ、

持続時間など、その「大小」や「強弱」といった量的な問題に還元できる側

面を指す（鹿毛2013）。
　中国の日本語教育は、社会的にも教育現場にも動機のエネルギー性である
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▶2 Dörnyei（2005）は英語版であり、
「Dörnyei, Z. (2001) Teaching and 
researching Motivation. New York: 
Longman.」を中国で出版された
ものである。

「量的側面」に問題が見られ、この「強弱」の変化を示す動機減退は学習者

の教室でのパフォーマンスや言語学習の成功に影響がある（Hamada & Graf-
ström 2014）。そのため、本研究では、動機づけのエネルギー性に注目し、動
機減退に焦点を当てたいと考えている。動機減退とは「外的要因と内的要因

の両方の働きによって、行動の意図と進行中の行動に対して、動機づけが削

減されることである」（阿川・植田2013、荒井2004）。
　動機減退の研究に関しても、動機づけの研究で見たのと同様に、動機減退

要因の構造にのみ注目した研究や、動機減退要因と言語習熟度など他の要因

との関連を探る研究が見られる。先行研究では、国別、地域別、文化圏別に

研究されてきたため、世界中の国や地域による動機減退要因研究の比較が可

能である。以下、それぞれについて概観する。

　まず、動機減退要因に注目した研究を概観する。はじめに、西洋文化圏の

学習者を対象とした研究として、ハンガリーとオーストラリアの研究を挙げ

る。Dörnyei（2005）（2）は、英語とドイツ語を学習しているハンガリーの高

校生へのインタビューから、9つの動機減退要因を挙げた。それぞれは、教師、
学校の不十分な設備、自信の喪失、第二言語に対する消極的態度、強制的な

第二言語の学習、学習している他の言語の干渉、第二言語コミュニティーに

対する消極的な態度、グループ構成員の態度、教材と教科書である。日本語

学習者を対象とした研究としては、Hamada & Grafström（2014）がある。彼
女らはオーストラリアで日本語を学習している中上級と上級の学習者6名へ
インタビューした結果、学習環境（クラスメート、日本語の低優先性）、学習

内容（漢字の難しさ、ライティング、読解）、心理的要因（試験、自信の喪失、

プレッシャー）、教師と授業（教師、授業のスタイル）、その他（将来の実用性、

興味の喪失）という5カテゴリーを提示した。
　中東の英語学習者を対象とした研究には、イランの高校生と大学生を対象

とした者がある。Meshkat & Hassani（2012）では、イランの高校生英語学習
者を対象に、動機減退要因について調査を行った結果、学校の設備の不足、

文法の重視、教室で文法的に正確な英語使用期待が強い動機減退要因となっ

ていることがわかった。学習の内容と教師の能力、教え方も動機減退と関連

のある要因である。さらに、Ghadirzadeh, Hashtroudi & Shokri（2012）はイラ
ンの大学生英語学習者260名に質問紙調査を行い、学習能力の欠如、内発的
動機づけの欠如、教師の不適当な教え方とコースのコンテンツ、大学設備の

不足、困難な文法問題に重点を置くという5つの要因が抽出された。動機の
高い群と低い群の間には、学習能力の欠如、内発的動機づけの欠如という2
要因のみ有意差が見られた。内的要因はイランの学習者にとって、無視でき

ない要因である。

　次に、東南アジアの動機減退要因の研究をあげる。Trang & Baldauf（2007）
はベトナムの学習者を取り上げ、自由記述調査を実施し、動機減退要因を内

的要因と外的要因に分類した。内的要因は英語への態度、失敗経験と成功経

験の欠如、自尊であり、外的要因は教師関連要因、学習環境関連要因、その

他という3カテゴリーである。動機減退を克服するための重要な要素は成功
への期待であることが指摘された。



076｜国際広報メディア・観光学ジャーナル No.26

中国における日本語主専攻学習者の出身地と動機減退の関連     

許
　
晴

XU
 Q

ing

　東アジアの学習者を対象とした研究としては、日本、韓国、中国の英語学

習者を対象とした研究がある。まず、日本の英語学習者を対象とした研究を

あげる。Kikuchi & Sakai（2009）は、日本の大学英語学習者を対象にアンケー
ト調査と因子分析を行った結果、教科書、不十分な教室施設、テストの得点、

コミュニカティブでない教授法、教員の能力や指導スタイルという5因子が
抽出された。荒井（2004）では、都内私立大学における、比較的英語レベル
が高く、外国語学習にある程度成功したと考えられる日本人大学生33人を対
象に自由記述調査を行った結果、学習者のやる気を失わせた要因として、教

師、授業、クラスの雰囲気、その他の4カテゴリーが抽出された。そして、
教師が生徒に対する接し方、人柄、教え方、語学レベルによる教師に関する

要因がもっとも多いと指摘した。英語学習者の動機減退を韓国と中国で比較

した研究もある。Li & Zhou（2013）は、韓国と中国のEFL英語学習者の動機
減退要因を比較するために、質問紙調査を行った結果、自信の喪失、教師、

内的動機減退要因は両国で共通しているが、中国の学習者では目標言語や文

化に対する消極的な態度、学習ストラテジーの欠如が独特の要因になり、周

りからのプレッシャーは韓国にのみ見られた要因であると述べている。国の

文化の差異が動機減退要因に現れている。

　中国の日本語学習者の動機減退について調べた研究では、高（2016）と杨

（2016）がある。杨（2016）は、重慶市、成都市、寧波市にある3大学で、
質問紙調査を行った。その結果、教師の能力と教授法の不足、自己効力感の

低下、学習動機の欠如、外部環境の悪さ、学習能力の低下、学習内容が簡単

すぎるという6因子が抽出され、内部要因は外部要因より影響が強いと指摘
した。高（2016）は、ある大学の日本語学習者216名を対象に、動機減退に
ついて、質問紙調査を行った結果、学習ストラテジーの失敗、教材とカリキュ

ラムの欠如、教師の職業技能の不足、内的興味の喪失、外的サポートの不足

という5因子が抽出され、外部要因は内部要因より影響が強いという結論に
至った。以上のように、動機減退要因の構造に注目した研究では、教師、興

味と動機という2因子は概ね一致しているが、外部要因と内部要因どちらの
影響がより強いかに関しては、結論は異なる。

　次に、動機減退要因と熟達度との関係についての研究を見ていく。Hu（2011）
は台湾のEFL学習者467名を対象に、動機減退要因と学習熟達度の関係を探
索した。学習熟達度と関連のある最大の動機減退要因は言語学習困難である

と指摘し、具体的には、最も関連のある項目は単語量の不足であるとした。

また、2番目に関連のある要因は言語学習不安であり、学習不安をどのように
軽減するかが教師の課題であると主張した。同様に、Falout & Maruyama
（2004）は日本人の大学生164名を対象に、英語学習の動機減退要因と学習
熟達度の関連について検討した。調査では、日本の事情に合わせ、Dörnyei
（2005）で抽出された9つの要因のうちの6つを使用し、質問紙を作成した。
採用された要因は、教師、自信の喪失、第二言語に対する消極的態度、第二

言語コミュニティーに対する消極的な態度、グループ構成員の態度、教材と

教科書である。第二言語コミュニティーに対する消極的な態度以外は低熟達

度グループの動機減退要因となった。高熟達度グループにとっては、自信の
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喪失のみが動機減退要因であり、高熟達度グループは低熟達度グループより

教師からの影響が強いと指摘された。

　以上のように、動機減退要因に関しては、異なる国や異なる対象者への調

査において、異なる要因が抽出された。要因は内的要因と外的要因に分類さ

れることが多い。以上の研究から、一般的によく見られる外的要因は、教師、

教材と教科書、学校の不十分な設備、学習環境などであり、内的要因は自信

の喪失、学習能力の欠如、内発的動機づけの欠如などである。また、動機減

退要因と熟達度の関係を見た研究では、言語学習困難と学習不安は台湾の学

習者の熟達度への影響要因であり、熟達度によって、動機減退要因も異なる

ことが挙げられた。台湾と日本の学習者の例のみであるが、動機減退と熟達

度と関連があるといえる。

　また、先行研究には、国の文化が動機減退要因に現れるという指摘があっ

た（Li & Zhou 2013）。つまり、国別、地域別、文化圏別における動機減退要
因の比較が可能である。国と地域の中にも、経済的・教育的な格差が存在し

ている事実を踏まえ、さらなる教育的示唆を得るためには、地域格差という

視点から学習者の動機減退の現状をより明らかにする研究が必要である。

3｜出身地の動機づけへの影響の可能性
　教育の地域格差は世界各国では普遍的に存在している現象だと考えられ

る。例えば、住岡（2007）は、日本の教育格差は、「地域間格差」と「地域
内格差」、「見える格差」と「見えない格差」、「学校教育における格差」と「社

会教育における格差」といった三つの格差レベルにおいて現れると述べてい

る。志水（2009）は、日本の小学校での調査で、調査対象校の所在地を「大
都市圏」「市部」「町村部」に分類し、学力の地域格差の存在を指摘した。

　本研究では、住岡（2007）を参照し、地域格差を「地域間格差」と「地域
内格差」に分類した。「地域間格差」は中国の各県を単位とする地域であり、「地

域内格差」は中国の各県の農村部と都市部に分ける2地域であると定義する。
　中国では、地域格差を考慮した言語学習者の出身地と学習積極性の関連を

述べた研究が数多くある。贺・常（2012）は、中国の大学院生1,562名を対
象に調査を行い、彼らの英語学習に影響する要因として、出身地、両親の教

育レベル、学習動機、指導教員のサポートなどがあることを示した。この研

究では、「地域内格差」に注目し、出身地は農村の方が、英語活動への参加

積極性が高く、農村と中等規模都市出身の学習者の英語学習積極性や学校へ

の期待は、都市の学習者より高い。また、中等規模都市出身の学習者は、都

市出身の学習者より英語によるコミュニケーションが積極的であると述べて

いる。张（2014）は、上海市の6大学で行った大規模の調査の結果、27.3％
の地方出身者は毎回予習するが、上海市出身者は18.7％のみである。授業で
発言の機会を希望する地方出身者は17.2％だが、上海市出身者は9.7％であ
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る。すなわち、出身地の「地域間格差」によって、学習者の学習積極性は異

なり、地方出身者の学習積極性は上海市出身者よりは高い。以上の研究から、

中国において、学習者の学習積極性と出身地はある程度関連していると示唆

された。そのため、出身地は学習者の動機減退とも関連がありうると考えら

れる。

4｜研究目的
　本研究では、学校所在地の「地域間格差」のみならず、学習者の出身地の

「地域間格差」と「地域内格差」も視野に入れるという独自の視点から、出身

地と動機減退の関連について、研究を進めたい。そこで、以下の2点を目的
とする。

　目的1：中国における日本語専攻学習者の出身地と動機減退は関連がある
かを確かめる。

　目的2：大学の所在地、学習者の出身地と動機減退要因の関連を分析する。

5｜本研究における出身地の定義
　中国では、学習者の出身地の「地域間格差」と「地域内格差」を反映する

のは、出身県と戸籍所在地である。そのため、本研究における「出身地」に

は出身県と戸籍所在地という2側面を含む。
　出身県とは、学習者の生まれ育った、大学入学試験を受けた県である。中

国では、6月に実施される全国統一入試で、受験生は本籍のある地域で受験（事
情により別の地域で受ける場合もあるが、出願の原則として本籍地を通じて

行う）する。各大学の各専攻の募集人数は、各省の人数、大学所在地、専攻

の特殊性などを鑑みて、省ごとに配分されており、受験生はその振り分けら

れた枠をめぐって、省内の別の受験生と争うことになる（楠山2005）。しかし、
中国では大学教育資源配布の不均等性という問題点があり、地域及び農村と

都市の間には、地域の経済発展レベルによって、教育の予算・教師の水準・

進学率に、巨大な格差が存在している（東・鄧2011）。上海市と北京などは
教育発展水準が高く、進学率も高い。そのため、統一入試の合否における不

公平現象が存在している（東・鄧2011）。このような県間の経済と教育発展
の格差、及び、入学試験の不公平性を反映できる学習者の出身県を基準にし、

出身地と動機減退との関係を探索することができると考えられる。

　また、中国は農村・都市の二元構造である。それは二元戸籍制度を核心とし、

二元教育制度、二元公共事業投入制度などを含むお互いに関連のある社会制
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度体系である（褚2009）ため、核心となる戸籍所在地は「地域内格差」を測
る基準と考えることができる。

6｜出身地の県間比較の比較基準
　本研究では、図1の2009年各県の教育発展水準の総合ランキング（王・袁・
田・张2013）を県間比較の基準とする。

■図1　2009年各県の教育発展水準の総合ランキング（王・袁・田・张2013）
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　教育発展指数は、教育機会指数、教育投入指数、教育公平指数という三つ

の下位指標からなる。経済発展水準、人口などは教育機会水準に影響し、農

村と都市の経済発展差異と県内財政分権化は教育公平水準に影響している

（王・袁・田・张2013）。このように、各県の教育発展と経済発展水準は関係
していると考えられる。このランキングや指標は各県の教育発展水準を反映

し、ある程度各県の経済発展水準も反映できるため、学習者出身地の県間比

較の基準として使用することは妥当で、信頼できると考えられる。
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7｜研究方法と結果
7.1　研究1
　研究1では、半構造化インタビューにより、データを収集した。インタビュー
は2014年7月から12月に、9名の学習者を対象に、中国語で個別にインターネッ
トを介して、1人に1回、40分から80分程度行い、録音した。インタビューの
内容は日本語学習歴、言語学習経験、学習動機、学習目標、動機づけの変化

と理由などである。調査対象者の基本情報に表1に示す。

学習者 性別 卒業時期 インタビュー
時間 出身地 大学

所在地
出身地が動機減退
の要因になるか

A 男 2014年6月 2014年7月 河南省 上海市 ○
B 女 2013年6月 2014年8月 安徽省 上海市 ×
C 女 2014年6月 2014年9月 上海市 上海市 ○
D 女 2013年6月 2014年8月 四川省 上海市 ×
E 男 2015年6月 2014年10月 上海市 上海市 ○
F 男 2014年6月 2014年10月 天津市 四川省 ×
G 男 2015年6月 2014年8月 上海市 上海市 ×
H 女 2013年6月 2014年8月 甘肃省 甘粛省 ×
I 女 2015年6月 2014年10月 上海市 上海市 ×

■表1　調査対象者の基本情報

　質的調査の結果、出身地は地方の大学に在籍していた学習者の動機減退要

因には見られず、上海の某大学に在籍していた7名の学習者の中では、3名の
動機減退要因となった。インタビューのデータの分析から、動機が減退した

理由は「出身地から生じる劣等感」と「出身地から生じる優越感」という2つ
の視点から解釈できる。

7.1.1　「出身地から生じる劣等感」
　「地域格差から生じる劣等感」という動機減退要因が抽出された学習者Aは、
河南省出身で、上海の某大学に在籍していた。この学習者は発展がやや遅れ

ている河南省から上海の大学に入学し、農村部から来た自分は何でもほかの

学習者に及ばず、コンプレックスを感じた。そのことが日本語学習の動機づ

けに悪影響を与えたようである。

　インタビューでは、学習による以下のような発言がある。

A1： 私は農村から来た。他の人と比べたら、差を感じた。他の人より下手だ。
すごく自分に対してマイナス思考だと思っている。試験を控えて、これ

まで勉強してきたのに、何もできていなかった。この現実をなかなか受

け入れられなかった。日本語は、最初は文法と単語を学んだ。最初は、
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単語は私にとって難しかったが、もっと悩んだのが文法だった。形式だ

けだったが、理解できなかった。

　学習者Aは農村出身で、他人と比較されて、差を感じたと述べている。具
体的には「他の人」は、誰かは明確に説明されなかったが、都市出身の学習

者と教育発展レベルの高い地域出身の学習者という2つの可能性がある。学
習者は「他の人」との出身地の差から、劣等感があると感じた。また、日本

語学習困難を感じ、そのことが動機減退に繋がった。

7.1.2　出身地から生じる優越感
　「出身地から生じる優越感」という動機減退要因が抽出された学習者C、E
の2名は、上海出身で、上海の某大学に在籍していた。インタビューでは以
下のような発言があった。

C1：上海出身の人はなんかみんな怠け者だと思う、正直に言えば。
C2： （上海出身のため）生活からのプレッシャーがないからだ。だから、や

る気もあんまりない。

C3： 自分の興味で専門を選ぶにもわがままだと思われるかもしれないが、お
金持ちというわけではないが、生活の基本的なもの、例えば、家賃、食

事代などはいらない。基本の給料でも生活できるため、あんまり学習に

やる気がない。私たちも別の都市に行きたくない。

E1：Q： 自分が怠け者ということは地域と関係があると思いますか。ある上
海の学習者にインタビューしたら、上海の人は別のところの人より

怠けると言いましたが、Eさんはどう思いますか？
A：私もそう思っている。
Q：そう思っているの？
A： 別の県の人は上海の学校に来るのが難しいからさ、上海の人にとって、
別の県の大学に行くことは簡単だよ。

（Qは調査者、Aは学習者）

　「出身地から生じる優越感」を感じた2名の学習者は、上海市出身で、上海
市の大学に在籍していた。二人とも、地方出身者と比べ上海市出身の方が学

習意欲は低いと述べた。その理由は、学習者Cは、児童期から良い教育環境
に恵まれ、農村部の学習者より自信を持ち、今後の生活に悩んでいないため、

真面目に勉強しなくてもいいという考え方を持っていたためである。また、学

習者Eは、上海出身の学習者は、大学入学試験は地方出身者より受かりやすく、
家庭と社会の教育環境の影響があるため、学習目標が欠如し、自分は別の県

の学習者より怠けていると述べた。つまり、学習者はC、Eは自分の出身地に
優越感を持ち、この優越感は学習者の動機減退に繋がったことが窺えた。

　以上のように、中国において、出身地は動機づけに影響を与える可能性が

あり、中国の独特な動機減退要因であると考えられる。
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7.2　研究2

7.2.1　質問紙の作成と予備調査
　本研究では、量的データを収集するために質問紙を作成した。質問紙はフェ

イス項目と質問項目からなる。フェイス項目は、学年、性別、戸籍所在地、

出身県、動機づけ強度の自己評価など学習者の個人情報を問う項目である。

研究1のインタビュー調査のデータにより、35個質問項目を抽出した。
　本調査の前に、2016年5月に、甘粛省の某大学で、日本語を専攻としてい
る大学生36名を対象に、リッカート尺度の6段階評価（1：全く当てはまらな
い～6：よく当てはまる）を使用し、予備調査を実施した。SPSSを用いて分
析した結果、質問項目のα係数は0.879で、信頼性が高いと判断された。天
井項目は見られず、床項目は8個あった。床項目を削除、修正、細分化し、
Sakai & Kikuchi（2009）を参照し、37個の質問項目を作成した。37個の質問
項目の内訳は学習動機3項目、言語学習困難7項目、言語の運用と成果5項目、
学校と社会環境5項目、教師5項目、内発的動機づけの欠如5項目、学習能力
の欠如と心理的要因5項目、進路2項目である。

7.2.2　本調査
　教育発展レベルの異なる地域の間で比較を行うために、教育発展水準の高

レベルの上海市と中間レベルの湖南省で、それぞれ質問紙調査を実施した。

　2016年9月、上海市の某大学で、上級日本語授業の担当教員に依頼し、授
業時間内に、質問紙を配布し、回答を求めた。質問紙を130部配布し、130部
回収した。回収率は100％である。記入漏れの質問紙を除外した結果、有効
な回答は128部であった。
　2017年4月、湖南省の某大学の教師に依頼し、授業時間内に質問紙を配布

調査対象校 上海市
某大学

湖南省
某大学

有効な質問紙数 128 91

学年

1年生 0 23
2年生 1 13
3年生 61 33
4年生 66 22

出身県

大学所在地より教育発展指数の高い県出身 0 52
大学所在県出身 70 6

大学所在地より教育発展指数の低い県出身 53 33
不明 5 0

戸籍所在地
農村戸籍 24 45
都市戸籍 101 39
不明 3 7

■表2　調査対象者の基本情報
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し、回答を求めた。質問紙を100部配布し、100部回収した。回収率は100％
であり、有効な回答は91部である。調査対象者の基本情報を表2に示す。
　得られたデータはSPSSを用いて分析した。2群の比較には、独立したサン
プルのt検定を使用し、3群の比較には分散分析を使用した。p＜.005で、群間
に有意差があると判断した。

8｜調査結果
8.1　上海市の大学における県間比較
　県間比較のグループ分けは2009年教育発展指数（王・袁・田・张2013）
を参照した。上海市の教育発展水準は全国1位であるため、学習者を上海市
出身群と上海以外出身群という2群に分類した。上海市出身者は70名、上海
以外出身者は53名である。動機減退の項目をt検定で分析したところ、結果
は表3のようになった。
　上海市の大学の県間比較では、上海出身と上海以外出身の学習者の間に、

6項目に有意差が見られた。ぞれぞれは、「授業のテンポが速い」「知らない
知識の積み重ねでついていけない」「自分が期待していた成績が取れなかっ

た」「日本語学習への自信がない」「地域差から生じる劣等感がある」「日本語

の学習方法がわからない」である。

全体
（N＝123）

上海
（N＝70）

上海以外
（N＝53）

M SD M SD M SD t値 p

授業のテンポが速い 2.96 1.473 2.61 1.407 3.42 1.447 －3.088＊＊ .002
知らない知識の積み重ねで
ついていけない 3.47 1.661 3.07 1.653 4.00 1.532 －3.183＊＊ .002

自分が期待していた成績が
取れなかった 3.50 1.601 3.07 1.747 4.06 1.183 －3.535＊＊＊ .000

日本語学習への自信がない 3.09 1.699 2.69 1.575 3.62 1.723 －3.137＊＊ .002
地域差から生じる劣等感がある 1.57 1.056 1.24 .711 2.00 1.271 －4.195＊＊＊ .000
日本語の学習方法がわからない 3.61 1.768 3.13 1.752 4.25 1.592 －3.639＊＊＊ .000
＊＊p＜ .005　　＊＊＊p＜ .001

■表3　上海市の大学における動機減退要因の県間比較

　「地域差から生じる劣等感がある」の平均値は高くはなく、上海以外出身

者は2.00である一方、上海市出身者は1.24のみであるため、動機減退との関
連は弱いと言える。しかし、両者間には、有意差が見られたことに留意すべ

きであろう。

　「授業のテンポが速い」「知らない知識の積み重ねでついていけない」は言

語学習困難に関する項目である。特に、「知らない知識の積み重ねでついて

いけない」の平均値は高く、学習者全体との動機減退の関連が強いと言える。
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上海以外出身の学習者は授業のテンポや知識の積み重ねにより動機が減退し

た可能性が高い。

　「自分が期待していた成績が取れなかった」は有意差のある6項目の中で、
最も平均値が高い。出身県を問わず、成績への期待と動機減退と緊密な関連

が予想できる。その中で、4.06の平均値を持つ上海以外出身の学習者は、よ
り成績を重視する傾向があるのではないかと考えられる。

　「日本語学習への自信がない」と「日本語の学習方法がわからない」は学

習能力の欠如と心理的要因である。両方とも上海以外出身者の平均値が高く、

上海以外出身者との関連がより強いと言える。

8.2　上海市の大学における戸籍間比較
　学習者の戸籍所在地を基準に、上海市の学習者を農村出身群と都市出身群

の2群に分けた。分析対象となった学習者は125名であり、都市出身者は101名、
農村出身者は24名である。t検定の結果を表4に示す。

全体
（N＝125）

都市
（N＝101）

農村
（N＝24）

M SD M SD M SD t値 p

学校で勉強した知識が
運用できない 3.17 1.575 2.94 1.515 4.13 1.484 3.455＊＊ .001

＊＊p＜ .005

■表4　上海市の大学における動機減退要因の戸籍間比較

　上海市の大学における動機減退要因の戸籍間比較では、言語の運用と成果

である「学校で勉強した知識が運用できない」に有意差が見られた。この項

目の全体の平均値は3.17であり、農村出身者の4.13は都市出身者の2.94を大
きく上回る。農村出身の学習者にとって、知識が運用できないことは動機減

退を導きやすいと言える。これは、農村出身者がより知識を運用する意欲が

高い、また、現状的には都市出身の学習者ほど運用できていないという可能

性があるのではないかと考えられる。

8.3　湖南省の大学における県間比較
　2009年教育発展指数を参考にし、教育発展指数が湖南省より高い県出身
の学習者を教育高レベル群、湖南省出身の学習者を湖南省群、教育発展指数

が湖南省より低い県出身の学習者を教育低レベル群と定義する。分散分析を

した結果、有意差のある項目はなかった。

8.4　湖南省の大学における戸籍間比較
　湖南省の某大学に在籍している学習者の戸籍所在地を基準に、学習者を農

村出身群と都市出身群という2群に分けた。分析対象となった学習者は84名
であり、都市出身者は39名、農村出身者は45名である。t検定の結果を表5に
示す。
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全体
（N＝84）

都市
（N＝39）

農村
（N＝45）

M SD M SD M SD t値 p

自分が期待していた成績が
取れなかった 3.49 1.375 3.03 1.478 3.89 1.153 3.005＊＊ .004

クラスメートとの関係が良くない 1.52 .814 1.26 .498 1.76 .957 3.053＊＊ .003
＊＊p＜ .005

■表5　湖南省の大学における動機減退要因の戸籍間比較

　湖南省の大学における戸籍間比較では、言語の運用と成果の「自分が期待

していた成績が取れなかった」と学校と社会環境の「クラスメートとの関係

が良くない」の2項目に、有意差が見られた。
　「自分が期待していた成績が取れなかった」という項目に関しては、農村出

身群の平均値は3.89、都市出身群は3.03である。農村出身者は都市出身者より、
成績への期待と動機減退との関連が強いと言える。蒋（2010）では、日本語
専攻学習者への調査から、試験競争動機は学習者の最も強い動機になると指

摘されている。しかし、試験競争動機を持つ学習者にとって、個人の期待が

満たされない場合は、動機減退の一要因にもなりうる。

　「クラスメートとの関係が良くない」に関しては、平均値は高くないため、

動機減退との関連は弱いと言える。しかし、有意差が見られたとは、農村の

学習者の方が人間関係に悩んでいることであり、都市出身の学習者より動機

減退に繋がる可能性は有意に高い。

9｜総合考察
9.1　インタビュー調査に関する考察
　インタビュー調査の結果から、出身地は日本語専攻学習者の動機減退を導

く可能性があると考えられる。インタビュー対象者の出身地から分析すると、

上海の大学に在籍する上海以外出身の学習者は出身地から劣等感を感じる可

能性があり、上海出身の学習者は優越感を感じる可能性がある。それぞれは

学習への動機減退を導く。

　本研究は、先行研究で指摘された多くの上海以外の出身の学習者（张

2014）、農村出身の学習者（贺・常2012）が、比較的高い学習積極性がある
という結論を否定しない。しかし、上海以外の出身と農村出身の学習者は全

員が高い学習動機を持つとは限らず、出身地は動機減退の一つの要因として

働く可能性があることが本研究で示唆された。

9.2　質問紙調査に関する考察
　質問紙調査の分析結果から、本研究では以下のような結論が得られると考

えられる。
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　まず、大学所在地の教育発展指数により、学習者の出身地と動機減退要因

の関連の度合と内容は異なる。本研究では、教育発展指数の最も高い上海市

と中間程度の湖南省という2県を取り上げ、調査を行った。上海市での調査
では、t検定による有意差のある項目は湖南省より多く、出身地と動機減退の
関連は上海市ではより強い。

　第二に、上海市の大学では、出身地の県間差異は戸籍間差異より動機減退

との関連が強い。一方、湖南省の大学では、戸籍間差異は県間差異より動機

減退との関連が強く見える。

　第三に、県間差異に関しては、上海市の大学に在籍する学習者は湖南省の

大学に在籍する学習者より、動機減退との関連が強い。その反面、戸籍間差

異に関しては、湖南省の大学に在籍する学習者は、上海市の大学に在籍する

学習者より動機減退との関連が強い。

9.2.1　県間比較に関する考察
　県間比較に関しては、上海の大学にのみ有意差が見られた。

　学校と社会環境に関する項目「地域差から生じる劣等感がある」に有意差

が現れた。一般的には、学習者の劣等感への影響要因は環境の変化、家庭出

身、挫折、性別、心理要因など多くの側面がある（陈2006）。上海以外の出
身者、特に、教育発展指数の低い地域の学習者は教育発展指数が1位の上海
市に進学し、出身県から上海市への環境の変化から、劣等感を感じた可能性

が高い。一方、湖南省の教育発展レベルは中国の中間レベルにあり、学習者

の出身県と湖南省の間に、上海市ほど激しい環境の変化はなく、比較的劣等

感が生じにくいと考えられる。

　「授業のテンポが速い」「知らない知識の積み重ねでついていけない」とい

う学習困難に関する項目、「自分が期待していた成績が取れなかった」という

言語の運用と成果に関する項目、「日本語学習への自信がない」と「日本語

の学習方法がわからない」という学習能力の欠如と心理的要因に関する項目

は全て上海の大学の調査にのみ見られた有意差のある項目である。これらの

項目はすべて上海以外出身者の平均値が高く、上海以外出身者は学習環境へ

の十分な適応や心理的な準備ができていないことが窺えた。これらの学習者

にとって、上海への進学は新環境への適応能力が求められると考えられる。

9.2.2　戸籍間比較に関する考察
　戸籍間比較は、上海市と湖南省ともに有意差が現れたが、具体的な内容は

異なる。

　上海市での調査では、「学校で勉強した知識が運用できない」という質問項目

で戸籍間に有意差が見られた。農村出身の学習者はより知識の運用に困難がある

と感じている。贺・常（2012）は、出身地が農村の方が、英語活動への参加積
極性が高いと指摘した。日本語活動も同様に、参加積極性の高い農村学習者が

日本語でうまく接触できない時、動機が減退しやすいのではないかと推測される。

　湖南省の戸籍間比較では、「自分が期待していた成績が取れなかった」に

有意差が現れた。農村戸籍の学習者の方が、成績が達成できるかどうかの動
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機減退に与える影響は強い。すなわち、農村出身の学習者の方がより成績を

重視する傾向が見られた。

　また、「クラスメートとの関係が良くない」という学校と社会環境に関する

要因も抽出された。全体的な平均値は高くはないが、農村出身の学習者がよ

り学習環境との関わりに困難を感じることが予想できる。

10｜教育的示唆
10.1　 教師による出身地の動機減退への影響の意識化

の必要性
　出身地が学習者の動機減退に関連があることを、教師が意識することが望

まれる。出身地の動機減退への影響は、優越感と劣等感から、日本語学習に

影響し、動機減退を導く。特に、上海の大学での質問紙調査では、「地域差

から生じる劣等感」は出身地の戸籍間比較ではなく、県間比較で有意差が見

られた。また、県間比較から見られた有意差のある項目数は戸籍間比較より

多い。戸籍間差異と共に、県間差異の動機減退への影響を教師が意識する必

要性があると考えられる。

10.2　地方出身者の環境適応へのサポート
　上海以外出身者を環境適応させるために、学習困難の克服へのサポートが

重要である。上海の大学における調査では、県間比較で、日本語学習困難に

関する項目に有意差が見られた。学習困難は、上海以外出身の学習者の動機

減退とより強い関連があることを明らかにした。出身県と大学所在地の教育

発展の格差により、上海以外出身者の学習環境適応が問題になると推測され

る。学習方法を見つけさせる、授業のテンポと理解状況を確認するという2
つの側面から、日本語学習過程への介入が有効であろう。

　李（2006）は、中国の大学生の学習態度、学習方法、心理要素など環境
適応の諸指標に関しては、農村出身の学習者の方が高く、戸籍間に有意差が

見られ、農村出身の学習者の環境適応能力はより高いと指摘した。本研究の

結果によると、教育発展指数の高い上海に在籍する日本語専攻学習者の環境

適応力は李（2006）で述べられた出身地の戸籍間の差異ではなく、県間差異
によって左右されるということに注目すべきであろう。

10.3　農村・都市出身によるビリーフの異なりへの注目
　岡崎・清水・小山（2000）の中国人日本語専攻学習者を対象とするビリー
フ調査では、南北の学生グループ間で、「日本語の有用性」を感じている学

生は北方の方が多いと述べている。すなわち、中国の南北の間に、学習者の

ビリーフに差がある。

　本研究では、上海某大学の戸籍間比較では、知識運用の困難さは、農村戸

籍の学習者の動機減退とより関連していることが分かった。また、湖南省の
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大学では、農村出身の学習者が試験への達成志向が強いことを明らかにした。

すなわち、地域間における学習者のビリーフの差のみならず、地域内におけ

る都市と農村の間に、学習者が持つ試験や知識の運用に対するビリーフが異

なると推測される。

　そのため、上海における農村出身の学習者に日本語の運用機会を提供し、

日本語の運用と関係のある課外活動への参加を促すことは有効であろう。湖

南省における農村出身の学習者に対しては、実際の日本語能力、知識の使用

などに力を注いで行けるようにすることが重要であると考えられる。

11｜本研究の限界と今後の課題
　本研究では、学習者の出身地と動機減退要因との関連を、質的・量的調査

を通じて、検討した。しかし、本研究では、調査は湖南省と上海市の各1大
学で実施したが、同じ県でも数多くの大学があるため、その県全体に広げた

結論や分析ができなかった。また、サンプルとしては、2県のみの比較にな
るため、結論もこの2県の調査結果の分析に限られる。出身地と県の関係に
ついて、他の県ではどのようになるかは判断が難しい。

　今後は、対象者を増やし、調査対象県を広げ、出身地の相違によって、動機

減退要因の因子構造はいかなるものか、どのような相違があるかを課題にしたい。

日本語学習動機（3） 進路（2）
専攻を真面目に選択しなかった
日本語専攻に振り分けられた
専攻を選択するときに選択肢は少なかった

自分の意思で進路を選択できない
日本語と関係のない仕事を探すつもりだ

学習能力の欠如と心理的要因（5） 学校と社会環境（5）
日本語学習への自信がない
日本語の学習は苦しいと予想できなかった
自分は日本語学習の才能がない
日本語能力に関する目標がない
日本語学習の方法がわからない

クラスメートとの関係がよくない
地域差から生じる劣等感がある
地域差から生じる優越感がある
教師との距離が遠い
自分の友達も日本語学習意欲がそれほど高くはない

言語の運用と成果（5） 教師（5）
勉強しても効果がない
達成感が感じられない
自分が期待していた成績が取れなかった
日本語の資格だけが欲しい（JLPTなど）
学校で勉強した知識が運用できない

教師が怒りやすい
教師の日本語知識の説明がわかりにくい
教師の教え方が受け入れられない
教師が学生にいじわるをする
評価基準について、教師が学生を不公平に扱う

言語学習困難（7） 内発的動機づけの欠如（5）
学習内容が多すぎる
授業のテンポが速い
教材の内容は生活から遠い
知らない知識の積み重ねでついていけない
単語や文章を覚えるには困難を感じた
文法の使い分けや敬語が嫌い
学習が長く続かない

日本語学習以外のことで忙しい
たくさん勉強しなくても、日本語でゲームやド
ラマなどを楽しむことには支障がない
教師に日本語の学習を強制されたくない
日本語に興味がなくなった
自分は怠け者だ

■付録（37個の質問項目）
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